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【要約】 

 日本の高校の数学、物理、化学、生物、地学、情報の教科書の索引から科学用語を収集し、分析し

た結果を報告する。15 年前と現在の科学用語の総数を比較すると現在の方が増えている。15 年前と比

べて、新出の割合が多い教科は生物で、逆に消失の割合が多い教科は情報と地学である。既出の割合

が多い教科は、数学、物理、化学である。 

 

１． 科学用語とは 

科学用語は日本の高校の教科書の索引から収集した。教科は、高校の数学、物理、化学、生物、地

学、情報である。現在使用している教科書（2016 年に文部科学省検定済）と、15 年前に使用していた

教科書（2002 年に文部科学省検定済）から収集した（表 1 参照）。索引の総数は 5800 件である。 

 

表 1 科学用語を取集した高校の教科書と索引件数 

教 科 （検定年） 教科書名               [発行所] 索引件数 

数 学 （2002 年） 新編数学Ⅰ             [数研出版] 85 件 

物 理 （2002 年） 物理Ⅰ              [大日本図書] 365 件 

化 学 （2002 年） 化学Ⅰ               [実教出版] 362 件 

生 物 （2002 年） 生物Ⅰ           [新興出版社啓林館] 508 件 

地 学 （2002 年） 地学Ⅰ地球と宇宙          [東京書籍] 586 件 

情 報 （2002 年） 情報 A,B,C             [第一学習社] 605 件 

数 学 （2016 年） 新編数学Ⅰ             [数研出版] 153 件 

物 理 （2016 年） 物理基礎             [第一学習社] 540 件 

化 学 （2016 年） 化学基礎              [実教出版] 634 件 

生 物 （2016 年） 生物基礎          [新興出版社啓林館] 833 件 

地 学 （2016 年） 地学基礎              [東京書籍] 529 件 

情 報 （2016 年） 情報の科学,社会と情報（異なり語） [第一学習社]          600 件 

教科書索引の合計件数 5800 件 



- 127-

15 年前と現在の科学用語数を図 2 に示す。数学、物理、化学、生物、地学、情報の科学用語数は、

15 年前と比べて全体で増えている（778 語の増、約 3 割の増）。減少しているのは地学と情報である。

増加の割合が大きい教科は、数学 80%増、化学 75%増、生物 64%増である。2011 年の学習指導要領

の改訂によって、履修時間の増加、それに伴う教科書の質・量の充実が起因していると考えられる。 

 

 

図 2 現在と 15 年前の科学用語の数 

 

２． 複数教科に出現する科学用語 

15 年前は、3 教科（以上）に出現する科学用語は 0 件である。現在は、3 教科に出現する科学用語

は以下の 9 件がある。物理、化学、地学の 3 教科に出現する科学用語が多い（表 3 参照）。 

 

表 3 3 教科に出現する科学用語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 教科に出現する科学用語は、15 年前は 26 件である。現在は、理科（物理、化学、生物、地学）の

科目間では 91 件、理科以外では、数学と理科 9 件、情報と理科 7 件で、数学と情報 14 件で、合計 121

件である。 

 以下に、数学と情報の 2 教科に出現する科学用語を列挙する。 

データ、ヒストグラム、メジアン、散布図、四分位範囲、正の相関、相関関係、第１四分位数、第３

四分位数、中央値、度数分布表、標準偏差、負の相関、平均値 

これらの科学用語は、すべて統計に関する用語である。 

 

(件数) 
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３． 科学用語の既出と新出と消失 

15 年前と比べて、新しい科学用語が多い（新出の割合が多い）教科は、生物（57%）、化学（53%）、

数学（51%）である。15 年前の科学用語が現在使われていない（消失の割合が多い）教科は、情報（41%）、

地学（41%）である。15 年前と現在を比較して、同じ科学用語が多い（既出の割合が多い）教科は、

数学（38%）、物理（31%）、化学（30%）である（図 4 と図 5 参照）。 

 

図 4 15 年前と現在の科学用語数の内訳 

（青の矢印は現在の科学用語数が既出と新出の合計であることを表す。 

 赤の矢印は 15 年前の科学用語数が既出と消失の合計であることを表す。） 

 

 

図 5 15 年前と現在の科学用語の消失／既出／新出の割合 

 

４． 新出した科学用語 

現在と 15 年前の科学用語を比較して、新出した科学用語が多いのは生物で 673 件、その内、先頭が

アルファベットの新出の科学用語 36 件を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

ＡＢＯ式血液型,ＡＤＰ,ＡＩＤＳ,ＡＭＰ,ＡＴＰ,Ｂ細胞,ＤＮＡの構造,ＤＮＡの複製,ＤＮＡ

ポリメラーゼ,ＤＮＡ合成期,ＤＮＡ合成酵素,ＤＮＡ合成準備期,ＥＳ細胞,Ｇ０期,Ｇ１期,Ｇ２

期,Ｈｂ,ＨｂＯ２,ＨＩＶ,ｉＰＳ細胞,ＭＨＣ抗原,ｍＲＮＡ,Ｍ期,ＮＫ,ＰＣＢ,ＰＯＰｓ,ＲＮ

Ａ,ＲＮＡポリメラーゼ,ｒＲＮＡ,ＳＮＰ,Ｓ期,Ｔｏｌｌ様受容体,tＲＮＡ,Ｔ細胞,ＷＩ,Ｘ線

回析法 
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５． 消失した科学用語 

現在と 15 年前の科学用語を比較して、消失した科学用語が多いのは情報で 419 件、その内、先頭が

アルファベットの新出の科学用語 78 件を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 科学用語の文字数 

科学用語全体の平均文字数を調べると、4.5 文字であった。教科別の平均文字数は、多い順に、情報

5.2 文字、生物 4.5 文字、化学 4.4 文字、地学 4.4、物理 4.3 文字、数学 3.2 文字である。15 年前と比

べてほぼ同じである（図 6 参照）。 

中学校の科学用語の平均文字数(1)は 3.9 文字（教科別では、技術 4.7 文字、理科 3.6 文字、数学 3.0

文字）なので、中学校と比較して高校の科学用語の文字数が多い。教科別では、数学の科学用語の文

字数が少なく、情報（中学校では技術）が多い。 

最も文字数が多い科学用語は、情報の「不正アクセス行為の禁止等に関する法律」で、18 文字であ

る。2 番目に多いのは 16 文字で、地学の「インドオーストラリアプレート引力」である。3 番目に多

いのは 15 文字で、「ジュール毎キログラム毎ケルビン」（物理）、「ブレンステッド・ローリーの定義」

（化学）、「プレゼンテーションソフトウェア」（情報）である。 

 

表 6 15 年前と現在の科学用語の文字数 

教科 15 年前 現在 

数学 3.7 3.2 

物理 4.2 4.3 

化学 4.3 4.4 

生物 3.9 4.5 

地学 4.2 4.4 

情報 5.6 5.2 

全体 4.5 4.5 
 

ＡＤＳＬ, ＡＤコンバータ, ＡＤ変換, ＡＤ変換器, ＡＭＥＤＡＳ, ＡＳＣＩＩコード, ＡＴ

Ｍ, Ｂ, ＢＡＳＩＣ, ＢＢＳ, ＢＩＴ, ＢＯＳ, ＣＣＤ, ＣＤ, ＣＤ－ＲＯＭ, ＣＧ, ＣＯＳ

ＭＥＴＳ, ＣＲＴディスプレイ, Ｃマーク, Ｃ言語, ＤＡコンバータ, ＤＡ変換, ＤＡ変換器, 

ＤＮＳサービス, ＤＶＤ, ＤＶＤ－ＲＯＭ, Ｅ－ＣＯＭＭＥＲＣＥ, Ｅ－ＭＡＩＬ, ＥＴＣ, 

ＥＵＣ, ＥＵＤ, ＦＡＱ, ＦＡ化, ＦＴＰ, ＧＵＩ, ＧＵｌ, ＨＤＴＶ, ＨＴＭＬソース, Ｈ

ＴＭＬファイル, ＨＴＭＬ編集ツール, ＨＵＢ, ＩＣ, ＩＣカード, ＩＭＡＰ, ＩＲＣ, ＩＲ

Ｃサーバ, ＩＳＤＮ, ＩＴＳ, ＩＴ革命, ＪＩＳ, ＪＩＳコード, ＪＯＩＮ, ＬＡＮボード, 

ＬＰ, ｌＲＣクライアント, ＬＳＩ, ｌＴＳ, ＭＩＭＥ, ＭＩＰＳ, ＭＰ３, ＯＡ化, ＰＤＡ, 

ＰＤＰ, ＰＨＳ, ＰＯＳ, ＰＲＯＪＥＣＴＩＯＮ, ＲＡＭ, Ｒｅ, ＲＯＭ, ＳＥＬＥＣＴＩＯ

Ｎ, ＳＭＴＰ, ＳＯＨＯ, ＳＵＢＪＥＣＴ, ＵＮＤＯ, ＶＩＣＳ, ＷＹＳＩＷＹＧ, ＷＹＳＩ

ＷＹＧ方式, Ｙ２ 
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７． 科学用語の共起ネットワーク分析 

どのような科学用語が共起して出現するかを分析するために、共起ネットワーク分析を行った（図 7

参照）。共起ネットワークとは、2 つの科学用語が文章中に近い距離で出現する頻度が多いとき、この

2 つの科学用語には共起関係が存在し、共起関係（リンク）と科学用語（ノード）を図式化したネット

ワークである(2)。使用したテキストは「わかる！小学校の先生のための統計教育入門」(3)で、計量テキ

スト分析は、KH coder (4)を使用した。 

このテキストの総抽出後数は 15897 語、異なり語数は 2416 語である。異なり語数の内、135 語が

科学用語である。科学用語の割合は 5.6％で、日経サイエンス(5)の 5.8％と同じくらいの比率である。 

このテキストの科学用語の共起ネットワークを図 7に示す。 

 

 

 

図 7 科学用語の共起ネットワーク 

（用語を囲む円が大きいほど出現回数が多いことを示す） 

 

図 7 の科学用語の共起ネットワークから、比較的大きなグループとして、①生物（生態系とその保

全）、②情報（さまざまな情報の表現）、③情報（いろいろなグラフ）、④数学（データの分析）に関す

る科学用語が出現していることがわかる。出現回数が多い科学用語（図中、大きな円で囲まれている

用語）は、「グラフ（399 件）」、「表（297 件）」、「データ（212 件）」、「セル（147 件）」で、これらの

用語はお互いに共起して出現している。 
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８． おわりに 

本稿では、高校の数学、物理、化学、生物、地学、情報の教科書の中で使われている科学用語に注

目して、15 年前と現在についての比較分析を試みた。今回の分析に使用した教科書は各教科 1 社であ

るが、複数の教科書で分析することが望ましい。 

2020 年の学習指導要領の改訂によって、2020 年以降の教科書が全面改訂される。現在の教科書か

ら消失する科学用語、2020 年以降の教科書に新出する科学用語について、本稿と同様な分析を試み、

科学用語の変遷を詳細に明らかにすることが今後の課題である。 

最後に、日常生活で使用されている日本語と科学用語の関連性を明らかにするために、様々な日本

語コンテンツ（日本語で書かれているテキスト）の中に、どのような科学用語がどの程度使用されて

いるのか、そしてどのような共起関係があるのか等を、今回と同様な分析を用いて明らかにしたい。 
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